












  ― チャールズ・オルソン著『ミュソロゴス』読解 ―  
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 Black Mountain Retrospective (II): 
 Reading Charles Olson’s  Muthologos 
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促したい。印璽にある奇妙な白黒の的に（black and white target that’s on her seal）。奇
妙な印（ bindu ）は，ブラック・マウンテン大学の大学要覧に載っている（it’s on her 
catalog）。我々は，今日，印の純粋さと呼んでいる。それは純粋な的で，白と黒の的だ。





















に参加したい人たちがいるとのことでした。（ Muthologos 317） 
 ⅳ．ブラック・マウンテン大学とは何か 
 　これに答えて，ブラック・マウンテン大学は共同体ではなく，大学だったとオルソンは





















でない場所（a place of impermanence）を望んだかどうか，についても私は確信が持






























 　　われわれが一通り意見を求められた後 ― クリーリーと私は，バローズ
（Burroughs）やトロキー（Trocchi）とほとんど同意見だったのだが ― 私はその運
動にかかわらなかった4人の1人だ ― その運動は，トロキーのシグマ運動 3）はロ
ンドンとアムステルダムで展開されていた。 
 レイノフ ：シグマ＝トロキー運動（Sigma-Trocchi movement）とは何なのですか。 
 オルソン ：それは，最大の運動だった ― 現在の観念を形成するためのね。そして実
際，シグマ運動は，後期のブラック・マウンテン大学の運動と結びつくものだった。




















のだ ，ブラック・マウンテンについては，誰の言うことにも惑わされてはならない 。 
 　　 偉大なことの一つは，ブラック・マウンテンの戦いである。生きることをめぐる











































 　　しっかりと言っておく。私は ドーン （Dorn）のように正確に書ける作家にいつ
でも感銘を受けてきた。ドーンはブラック・マウンテン大学の学生であった。彼は
創作科を卒業し詩人として，小説家としてアメリカ文学の世界で相当な能力を発揮
している。素晴らしい小説『ショショニ族』（ The  Shoshoneans ）と詩『拳銃使い』
（ Gunslinger ）の作者である。1960年にはデヴィッド・オスマン（David Ossman）に























 オルソン ：全てがそこにあったのだよ。白い門の中に。 
 レイノフ ：そして ブラック・マウンテン大学の中には，あらゆる多様性があったので
すね。 




 レイノフ ：そうですね。 







言うと，「より一般的な科目では芸術をカリキュラムの中心とする」 （the arts shall 



































だろう，魅惑されたときの不思議な感情を「おお，これだったんだ！」と 。（ Muthologos 
















 ― その時，MITから来た学部長が…… 
 レイノフ ：バーチャード（Burchard）ですか？ 
 オルソン ：バーチャードがやって来た。それにボストンから特別研究員も来た。それ
に5～ 6人の教師たちの中に一人，大変魅力的で興味深い女性教師がいた ― とに
かく，素敵な人たちだった。いいね，とアルバースは低い声で言い，彼らは一週間
の会合を開いた。私は月に一度，ワシントンから5日間教えるためにやって来た。





























































のだった。将来の像はすでにできていた 。（ Muthologos 328） 
 ⅳ．将来像 
 　ブラック・マウンテン大学は，将来，移動大学として，劇場として，『ブラック・マウ










 レイノフ ：しかし，分からない。10,000ドルあって，教授陣もいたのですよね。 
 オルソン ：新鮮で活発な教授陣だった。 


















 レイノフ ：ネイサン・グレーザー（Nathan Glazer）ですか。 











































 レイノフ ：バンコーム郡にもどりましょう。 







 レイノフ ：三人が未払いの給与支払いを訴えたのですね。 
 オルソン ：三人だったが，終わりの頃になると 教授の未亡人が二人加わった 。おずお
ずと，しかし恐怖も感じていた ― 希望も。 教授は二人ともブラック・マウンテン
大学で死んで，その地に埋められている ― マックス・デーン の妻と，ジャロヴェッ






 レイノフ ：物理学の教授だったのは，誰ですか。 







 レイノフ ：二人の寡婦が付随給与の支払いを求めたのは分かります，他の三人は…… 












 レイノフ ：ほかの二人は新人だったけれど，ネリーは長くいた人でしょう。 
 オルソン ：ほかの二人も新人ではなかった。ナターシャは，私より前からブラック・
マウンテン大学にいたし，ヘイゼルもそうだった。 
 レイノフ ：ネリーはどんな人でしたか。 










ク・マウンテン大学小説  4） と張り合うことになるだろう。ライスは，自著『私は
18世紀からやってきた』（ I Came Out of the Eighteenth Century ）の最終章でブラック・
マウンテン大学について書いている  5） 。 
 レイノフ ： ラーセンやゴルドウスキー は，妻たちにそんなことをさせたのでしょうか。 
 オルソン ： 二人とも経営陣に入った。あの狂った1949年から1950年にかけて，大学




れてこられるのは初めてだった ― 大変奇妙な名前の人だった（MaudによるとN. 
























会ではなく， 1950年から51年 の教授会だ。M. C. リチャーズとハスが，教授会の議
長や理事会の議長をしていた時だ。その時に，私はブラック・マウンテン大学と絆
ができた。 アルバース＝ドライアー時代の終わりに。私は，アルバースとドライアー





































 レイノフ ：法廷にいたのは…… 





ライナ州の法律によって，私が，権利財産譲受人（Assignee for the Benefit of the 
Creditors）になるよう求めた。大学の土地は使ってはならないと言われた。 

















































ブラック・マウンテン大学の土地があると思ったのだ。（ Muthologos 339 ― 40） 
 ⅱ．裁判の始まり 
 　どういう状況で裁判の始まりをオルソンが知ったのかについては，以下を見られたい。 
 レイノフ ： 裁判は何年に始まったのですか。 
72
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 レイノフ ：大学が閉校になり，14人が残ったのなら…… 
 オルソン ： ブラック・マウンテン大学は閉じられていなかった。我々は，前年の10
月に，1956年10月に大学を閉じた。全員が早々と出て行った。そして，私と妻と
子供がブラック・マウンテンに残った。10月から春までの間に，我々はサンフラ































（ Muthologos 341 ― 42） 
 ⅳ．法廷の命令：活動停止命令 
 　法廷がオルソンに命じたこととその結果については，以下の通りである。 
 レイノフ ：法廷があなたにノースカロライナ州での活動停止を命じたのですか。 
 オルソン ：法廷が私に命じたのは，負債，抵当，ローン，および56,000ドルの付随給
与が支払われるまで，活動を停止せよ，ということだった。 
 レイノフ ：すべてを支払う訳にはいかなかったのですね。 












 レイノフ ： 敷地の上に，新しい大学を作ろうとしてはいけないというのは，理事会の
指示だったのですね。 
 オルソン ： その通りだ。 
 レイノフ ： 後になって，大学を作ろうと，もう一度考える機会はなかったのですか？ 
 オルソン ：実際，なかった。 私が唯一のオーナーになった瞬間に，理事会はすっかり
なくなってしまった。その地での教育はなかった。それに，敷地を処分したが，私
は負債の全て，抵当，ローンを支払える程度にしか儲けを出さなかった。 （ Muthologos 






 オルソン ：ある意味ではそうだ。 第三のブラック・マウンテン大学は，世界を見つけ













 レイノフ ：では，次のギアは何ですか？ 







 レイノフ ：手を広げる（reaching out）とは，タコの触手みたいですね。 
 オルソン ：巣から飛び立つのさ。 
 レイノフ ：分かりました。巣から飛び立つのですね。関わった人たちが，飛び立つと，
ブラック・マウンテン大学は，倒れると考えませんでしたか。 
 オルソン ：私は教授陣をまとめようとした。まだ知られていない ピエール・ブーレー
ズ （Pierre Boulez）を招聘しようとしたが，失敗した。ブラック・マウンテン大学に，
 アインシュタイン （Einstein），画家の フランツ・クライン （Franz Klein），詩人の ウィ
リアム・カーロス・ウィシアムズ （William Carlos Williams），地理学者 カール・O・
サウアー （Carl O. Sauer）， ノーバート・ウィーナー （Norbert Wiener） からなる





 レイノフ ：最後の3年間のブラック・マウンテン大学の目的が，外へ広がる（spread 
itself）こと，外へ出ていくこと（going out）だとしたら，その考えは，ブラック・
マウンテン大学から出ていく人たちがいた結果なのですか。 
 オルソン ：この問題には，我々が初めて正面から向き合っている。 トニー・ランドロー
（Tony Landreau）の素晴らしいプラン，移動大学（the mobile university） は，書
類になっている。ヴォルペの考えが元だった。教授陣はそのアイディアをほとんど
冗談としか受け取らなかったが。私は，真剣に考えた，トニーも，そして，ハスも






























































へ休暇に行き，その後イェール大学に就職がきまるのだ。（ Muthologos 348 ― 50） 
 ⅸ．終局を迎える頃の学生たち：1950年代の学生 
 　インタヴュアーとオルソンの最後のやり取りを聞こう。 
 レイノフ ：スタン・ヴァンダービーク（Stan Vanderbeek）は，大学が閉じるころにな
ると，ブラック・マウンテン大学へ来る学生が実際に違ってきた，と言っていまし
た。 































 レイノフ ：続いて起こったことも。 
















































































































































 テクストは，Charles Olson,  Muthologos: Lectures and Interviews . Revised Second Edition. Edited by 
Ralph Maud. Talons Books, 2010. を使用する。 
 1） 『人間関係学研究』第13号（2014）， pp. 95 ― 120参照。この時，テクストとしたのは，Charles 
Olson, “On Black Mountain”  Muthologos: The Collected Lectures and Interviews . Vol. II. Edited by 
George F. Butterick. Four Seasons Foundation, 1979である。 
 2） Butterick版には，“On Black Mountain (II)”は載っていない。ラルフ・モードが『ミュソロゴ
ス』の改訂版を作る際に， Olson: The Journal of the Charles Olson Archives 8 (Number 8, Fall 1977) 
pp. 66 ― 107のインタヴュー記事を，収録した。それが， “On Black Mountain (II)”である。 




of expression and the powerhouse of the mind”）を支配することである。トロキーはスコットラン
ド人で，小説『カインの書』（Cain’s Book）の作者として知られる。James Campbell, “Alexander 
Trocchi: The Biggest Fiend of All.”Antioch Review Volume 50, Number 3, Summer 1992, pp. 887―900.
とりわけp. 891参照。
4） Rumaker, Michael. Black Mountain Days: A Memoir. Spuyten Duyvil, 2003, 2012.
5） Rice, John Andrew. I Came Out of the Eighteenth Century. 1942 U of South Carolina P, 2014. pp.314―
41.
